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図１．ヨーネ菌感染における IFN�γ及び IL�１０産生
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１）ヘパリン加血液１ml＋各種抗原およびマイトージェン
２）混和後、３７℃５%炭酸ガス下で１８～２４時間培養
３）血漿（培養上清）を回収し、ELISA を行うまで－２０℃に保存
４）ELISA 法により IFN-γ濃度を測定

図２．ヨーネ病 IFN�γ検査

図３．非感染牛及び実験感染牛における IFN�γ応答
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